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１ 森林資源 

(1) 森林面積・蓄積 

   本県の森林面積は、県土の 76％に当たる 58万 7千 haで、このうち民有林が 70％

の 40万 9千 ha、国有林が 30％の 17万 8千 haとなっています。 

人工林は、民有林が 23万 8千 ha、国有林 10万 1千 ha、計 33万 9千 haで、天

然林は、民有林が 15万 8千 ha、国有林が 7万 1千 ha、計 22万 9千 haとなってい

ます。 

森林蓄積は 1億 5千 7百万㎥で、うち人工林は 74％の 1億 1千 6百万㎥となって

います。また、民有林の蓄積は 1億 9百万㎥で、うち人工林が 8千 1百万㎥となって

います。 

 

【森林資源の現状】（森林法第 2条に規定する森林、平成 27 年 3 月 31 日現在） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※四捨五入の関係で合計は一致しない   （資料：地域森林計画書） 

 

 

    民有林の人工林率は 58％で、その齢級構成は 10齢級をピークとした山型となって

おり、伐採可能な 8齢級以上の面積が 74％を占めています。 

 

【民有林人工林の齢級別面積】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   （資料：地域森林計画書） 

 

森林面積（ha） 森林蓄積（千㎥） 
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(2) 森林整備 

   民有林の造林面積は、昭和 45 年度の 14,161ha をピークに減少していますが、伐

期に達した林分の増大に伴う伐採面積の増加等により、スギを中心として、ここ数年

1,700ha前後で推移しています。 

 

  【造林実績】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：森林経営課） 

 

２ 林業生産 

(1) 林業産出額 

    本県の平成 26年の林業産出額は、全国 5位の約 227億円で前年に比べ増加してい

ます。またその内訳は、木材が 189 億円（83％）、きのこ類が 36 億円（17％）とな

っています。 

    森林所有者の高齢化や林業採算性の低下等により、林業生産活動が低迷しており、

林業産出額は昭和 55年をピークに減少し、近年は 200 億円前後で推移しています。 

 

   【林業産出額の推移】 

 （資料：生産林業所得統計報告書） 



3 

 

 (2) 木材生産 

    本県の平成 26年の素材生産量は約 168万㎥と前年の 171万㎥より若干減少してい

ますが、北海道に次いで全国 2 位となっています。内訳は、針葉樹が約 161 万㎥で

増加傾向、広葉樹が約 7万㎥で減少傾向にあります。 

スギの素材生産量は約 153万㎥で全国の 14％を占め、平成 3年から連続して全国 1

位となっています。 

 

   【素材生産の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：農林水産省「平成26年木材統計」） 

 

    木材価格は長期的には低迷しており、平成 26 年のスギ中丸太（長さ 3.65～4.0m、

径 14～22㎝）の価格は、12,900円/㎥となっています。 

 

   【素材価格の動向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：スギ・ヒノキ中丸太価格は、本県の農林水産統計速報による製材工場着購入価格の年平均価格 

 スギ山元立木価格は、全国の(財)日本不動産研究所「山林素地及び山元立木価格調」による価格

            （資料：山村・木材振興課） 
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３ 林業の担い手 

   2010 年の農林業センサスによれば、県内の林家戸数は約 1万 7 千戸で、そのうち保

有山林 5ha未満の小規模所有者が 73％（1万 3千戸）を占めています。 

   また、林家保有面積 12万 6千 haのうち、5～50haを所有する者の森林が 52％（約

6万 5千 ha）を占めています。 

 

   【林家の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：2010年農林業センサス） 

 

   平成 22 年の国勢調査によると、林業就業者数は 2,690 人で、平成 17 年の 2,311 人

に比べ 16％増加しています。また、65歳以上の割合は 19％で、依然として高齢化率は

高い水準にあります。 

 

   【林業就業者の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：国勢調査） 

  

％ 
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４ 中山間地域 

   中山間地域以外の人口のピークが平成 23年であるのに対して、中山間地域は昭和 55

年から逓減が続いており、将来の人口推計においても平成 26 年に対し平成 52 年は

33.3％の人口減が見込まれます。 

   また、県全域に対する割合においては、昭和 55 年では 43.7%を占めていましたが、

平成 52年には 31.4％に減少すると予測されます。 

 

   【中山間地域と中山間以外の人口の推移と推計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 22 年までは「国勢調査結果」、平成 23年及び 26 年は県統計調査課「宮崎県の推計人口」

平成 27年以降は国の「まち・ひと・しごと創生本部」の資料をもとに県が独自推計 

 

   中山間地域は少子高齢化の進行が中山間地域以外と比べ加速しており、特に高齢化に

ついては、その傾向がより顕著に表れています。 

 

   【中山間地域と中山間地域以外の年齢 3区分別人口構成の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：国勢調査） 


